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「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
・
東
京
日
日
新
聞
社
発
行
）
は
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
改
題
で
あ
る
が
、「
小
学
校
が
明
春
か
ら
国
民
学
校
と
な
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
わ
が
東
日
小
学
生
新
聞
も
〝
少
國
民
新
聞
〞
と
改
題
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
（「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
二
日
）
と
い
う
も
の
。「
尋
常
小
学
校
」
が
「
国
民
学
校
」
に
な
る
の
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
で
あ
っ
た
が
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
は
、
十
六
年
元
旦
か
ら
改
題
し
「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
）（
以
下
、「
少
國
民
新
聞
」
と
記
載
）
と
な
っ
た
。
前
稿
〈「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
五
）〉（「
大
妻
女
子
大
学
紀
要
・
文
系
」
第
四
十
二
号
、
平
成
二
十
二
年
〔
二
○
一
○
〕
三
月
）
で
は
、「
少
國
民
新
聞
」
の
昭
和
十
六
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
詩
」
を
検
討
し
た
。
以
下
、
本
稿
で
は
、「
少
國
民
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
昭
和
十
六
年
の
「
短
歌
」
を
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
改
行
も
適
宜
改
め
た
。
前
稿
同
様
、
作
者
に
つ
い
て
は
、
在
籍
校
名
・
在
学
年
・
性
別
を
記
す
に
と
ど
め
た
。
在
学
年
次
の
う
ち
「
高
一
」「
高
二
」
は
高
等
科
一
年
、
二
年
を
示
す
。
一
昭
和
十
六
年
の
「
短
歌
」
作
品
の
展
開
前
稿
で
も
記
し
た
が
、「
少
國
民
新
聞
」
に
改
題
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
に
は
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
で
は
設
定
さ
れ
て
い
た
「
紙
上
作
品
展
覧
会
」
あ
る
い
は
「
紙
上
作
品
展
」
の
紙
面
構
成
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
十
六
年
の
検
討
対
象
は
、
前
稿
同
様
、
一
月
一
日
（
水
・
第
一
三
三
三
号
）
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
（
水
・
第
一
六
四
一
号
）
ま
で
の
、
休
刊
日
を
除
い
た
三
○
九
日
分
で
あ
る
が
、国
会
図
書
館
蔵
「
少
國
民
新
聞
」
は
、一
月
二
十
二
日
（
水
・
第
一
三
四
九
号
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
「
欠
」
で
あ
り
、
検
討
対
象
は
三
○
八
日
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
掲
載
状
態
は
、
原
則
と
し
て
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
と
同
様
、
毎
週
月
曜
日
が
休
刊
日
で
あ
り
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
、「
綴
方
」「
詩
」「
短
歌
」
「
俳
句
」「
書
方
」「
図
画
」
の
総
て
か
、
或
い
は
、
そ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
紙
面
構
成
も
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
と
同
様
、
平
日
・
土
曜
日
が
四
面
、
日
曜
日
が
八
面
構
成
で
あ
っ
た
が
、
第
四
四
半
期
に
な
る
と
、「
お
国
へ
の
御
奉
公
」（「
少
國
民
新
聞
」
十
月
七
日
）
の
た
め
、
用
紙
を
節
約
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
月
九
日
か
ら
週
一
回
（
木
）、
十
一
月
五
日
か
ら
週
二
回
（
水
・
金
）、
十
二
月
九
日
か
ら
は
週
三
回
（
火
・
木
・
土
）
が
二
面
構
成
と
な
っ
た
。
二
面
構
成
で
は
十
五
日
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
三
号
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
六
）
―
―
「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
）
に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相
と
展
開
（
四
）
―
―熊
木
哲
（125） ―125―
「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
六
）
分
で
作
品
の
掲
載
は
無
か
っ
た
。
以
上
、
前
々
稿
、
昭
和
十
六
年
の
「
俳
句
」
及
び
前
稿
「
詩
」
に
記
載
し
た
作
品
の
紙
面
掲
載
状
況
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
そ
の
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
が
、
第
二
四
半
期
の
六
月
に
は
、「
短
歌
」
作
品
の
掲
載
は
無
か
っ
た
。
昭
和
十
六
年
、「
短
歌
」
の
掲
載
数
は
一
六
六
作
品
。
内
訳
は
、
第
一
四
半
期
が
四
六
作
品
。
第
二
四
半
期
が
二
〇
作
品
。
第
三
四
半
期
が
六
二
作
品
。
第
四
四
半
期
が
三
八
作
品
。
昭
和
十
六
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
一
六
六
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
三
八
作
品
（
約
二
二
・
九
％
）。
内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
四
六
作
品
中
一
三
（
約
二
八
・
三
％
）。
第
二
四
半
期
で
は
二
〇
作
品
中
五
（
二
五
・
〇
％
）。
第
三
四
半
期
で
は
六
二
作
品
中
一
三
（
約
二
一
・
〇
％
）。
第
四
四
半
期
で
は
三
八
作
品
中
七
（
約
一
八
・
四
％
）。
第
二
四
半
期
の
掲
載
数
が
少
な
い
の
は
、
六
月
に
「
短
歌
」
の
掲
載
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
い
掲
載
数
の
う
ち
、
時
局
柄
の
内
容
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
第
四
四
半
期
は
、
紙
面
構
成
が
減
少
す
る
と
い
っ
た
状
況
の
中
で
の
掲
載
数
で
あ
り
、「
大
東
亜
戦
争
」
の
開
戦
と
い
っ
た
、「
戦
時
下
」
の
一
大
転
換
期
を
迎
え
た
状
況
か
ら
は
、
時
局
柄
を
内
容
と
す
る
作
品
が
多
く
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
発
行
さ
れ
た
昭
和
十
二
年
か
ら
十
六
年
に
お
け
る
「
短
歌
」
作
品
の
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
或
は
時
局
柄
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
昭
和
十
二
年
は
、
七
七
作
品
中
一
五
（
約
一
九
・
五
％
）
昭
和
十
三
年
は
、
一
九
四
作
品
中
五
一
（
約
二
六
・
三
％
）
昭
和
十
四
年
は
、
一
二
七
作
品
中
三
七
（
約
二
九
・
一
％
）。
昭
和
十
五
年
は
、
三
二
三
作
品
中
八
二
（
約
二
五
・
四
％
）。
昭
和
十
六
年
は
、
一
六
六
作
品
中
三
八
（
約
二
二
・
九
％
）。
十
六
年
の
「
短
歌
」
は
、
掲
載
数
が
前
年
十
六
年
の
ほ
ぼ
半
減
と
な
り
、「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
は
二
・
五
％
減
少
し
、
昭
和
十
二
年
に
次
い
で
低
い
掲
載
率
と
な
っ
た
。
掲
載
数
が
、
前
年
比
で
、
ほ
ぼ
半
減
し
た
の
は
、
第
二
四
半
期
の
六
月
に
作
品
の
掲
載
が
無
か
っ
た
こ
と
と
、
第
四
四
半
期
の
用
紙
節
約
に
よ
る
二
面
構
成
日
に
お
い
て
、
十
五
日
分
で
「
短
歌
」
を
含
む
総
て
の
作
品
の
掲
載
が
無
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
と
も
推
測
で
き
る
。
一
方
、「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
が
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
綴
方
」
が
三
〇
・
七
％
と
十
五
年
を
一
〇
％
以
上
も
増
大
し
、「
俳
句
」
が
ほ
ぼ
同
率
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
前
稿
で
検
討
し
た
「
詩
」
作
品
に
お
け
る
減
少
傾
向
と
と
も
に
、「
短
歌
」
で
の
減
少
傾
向
は
特
徴
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
十
六
年
一
年
間
に
、
複
数
の
「
短
歌
」
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
最
多
は
三
首
で
一
名
、
二
首
が
一
八
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
在
籍
校
で
、
一
年
間
に
九
首
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
北
海
道
中
立
牛
校
。
高
等
科
一
年
が
五
首
四
名
、
同
二
年
が
四
首
四
名
で
あ
り
、
突
出
し
て
い
る
。
九
首
の
う
ち
、「
戦
時
下
」
色
を
内
容
と
す
る
作
品
は
一
首
で
あ
り
、「
短
歌
」
の
投
稿
が
高
等
科
の
教
育
方
針
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
が
、
都
合
上
、
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
作
品
に
第
一
四
半
期
か
ら
第
四
四
半
期
ま
で
整
理
番
号
を
付
す
。
二
昭
和
十
六
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
短
歌
」
第
一
四
半
期
（
一
月
〜
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
は
四
六
首
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
三
首
で
あ
り
、
掲
載
作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
二
八
・
三
％
と
な
る
。
1
令
状
を
握
り
て
叔
父
は
ひ
と
り
言
や
つ
て
来
る
ぞ
と
つ
ぶ
や
き
に
け
り
（126）―126―
（
山
形
県
山
形
市
第
四
校
五
年
女
子
、
一
月
八
日
・
水
、
第
一
三
三
七
号
）
2
大
君
に
わ
が
兄
召
さ
れ
行
く
道
を
わ
れ
も
し
つ
か
り
踏
み
し
め
る
な
り
（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
第
三
校
六
年
男
子
、
一
月
十
日
・
金
、
第
一
三
三
九
号
）
3
す
る
〳
〵
と
今
し
昇
れ
る
日
の
御
旗
緑
に
映
え
て
雄
々
し
さ
ぞ
見
ゆ
（
北
海
道
函
館
師
範
附
属
校
高
二
男
子
、
一
月
十
五
日
・
水
、
第
一
三
四
三
号
）
4
皆
寝
て
又
出
し
て
見
る
軍
事
便
戦
地
を
偲
び
つ
床
に
つ
き
け
り
（
栃
木
県
粕
尾
第
一
校
高
二
女
子
、
一
月
二
十
九
日
・
水
、
第
一
三
五
五
号
）
5
便
り
書
く
心
は
う
れ
し
兄
上
の
喜
び
読
め
る
姿
ゑ
が
け
ば
（
栃
木
県
粕
尾
第
一
校
高
二
女
子
、
二
月
一
日
・
土
、
第
一
三
五
八
号
）
6
つ
は
も
の
が
今
日
も
出
て
行
く
村
の
駅
心
を
こ
め
て
旗
を
打
ち
ふ
る
（
福
島
県
新
鶴
第
一
校
六
年
男
子
、
三
月
一
日
・
土
、
第
一
三
八
二
号
）
7
満
洲
の
兄
を
し
の
び
て
今
宵
ま
た
寒
さ
忘
れ
て
靴
下
を
あ
む
（
千
葉
県
東
大
戸
校
六
年
女
子
、
三
月
四
日
・
火
、
第
一
三
八
四
号
）
8
戦
場
の
兄
の
手
紙
の
一
と
こ
ろ
泥
に
こ
す
れ
て
着
き
ぬ
こ
の
朝
（
千
葉
県
東
大
戸
校
六
年
女
子
、
三
月
五
日
・
水
、
第
一
三
八
五
号
）
9
高
々
と
飛
ぶ
荒
鷲
の
勇
ま
し
く
僕
等
の
空
を
守
る
飛
行
士
（
長
野
県
須
坂
校
四
年
男
子
、
三
月
六
日
・
木
、
第
一
三
八
六
号
）
10
日
の
丸
を
ち
ぎ
れ
る
程
に
ふ
り
た
て
て
送
る
歓
呼
は
山
に
と
ゞ
ろ
く
（
新
潟
県
岡
野
校
高
二
男
子
、
三
月
七
日
・
金
、
第
一
三
八
七
号
）
11
か
す
か
な
る
物
の
音
に
も
耳
立
て
て
立
ち
つ
座
り
つ
父
を
待
ち
け
り
（
宮
城
県
新
田
校
高
二
男
子
、
三
月
十
二
日
・
水
、
第
一
三
九
一
号
）
12
戦
地
か
ら
手
紙
来
た
の
で
家
内
中
さ
き
を
あ
ら
そ
ひ
玄
関
へ
出
る
（
東
京
市
淀
橋
区
戸
山
校
三
年
男
子
、
同
前
）
13
遺
品
展
拝
し
て
行
け
ば
お
の
づ
か
ら
燃
ゆ
る
も
の
あ
り
わ
が
胸
の
う
ち
に
（
茨
城
県
長
讃
校
六
年
男
子
、
三
月
十
三
日
・
木
、
第
一
三
九
二
号
）
第
一
首
「
令
状
を
」
は
、
召
集
令
状
を
受
取
っ
た
叔
父
が
、
決
意
を
「
ひ
と
り
言
」
し
た
の
を
、
児
童
が
聞
き
取
っ
た
と
い
う
こ
と
。
第
二
首
「
大
君
に
」
は
、
召
集
令
状
を
受
取
っ
た
兄
の
入
営
日
の
作
品
。「
兄
召
さ
れ
行
く
道
」
を
自
分
も
「
し
つ
か
り
踏
み
し
め
る
」
と
い
う
も
の
。
入
営
は
、
「
大
君
」
に
召
さ
れ
る
と
い
う
認
識
を
六
年
生
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
第
一
首
と
第
二
首
の
掲
載
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
掲
載
は
一
月
八
日
と
十
日
と
接
近
し
て
い
る
。
山
形
県
（
第
一
首
）
に
、
神
奈
川
県
（
第
二
首
）
に
と
、
召
集
令
状
が
届
き
、
入
営
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
六
首
「
つ
は
も
の
が
」
と
第
一
〇
首
「
日
の
丸
を
」
も
入
営
を
内
容
と
す
る
作
品
。
第
一
首
、
第
二
首
が
身
内
の
「
叔
父
」
や
「
兄
」
の
入
営
で
あ
っ
た
が
、
第
六
首
・
第
一
〇
首
に
は
、
村
か
ら
入
営
す
る
「
つ
は
も
の
」
を
駅
で
見
送
る
児
童
た
ち
が
い
る
。
入
営
の
見
送
り
は
、
児
童
に
課
さ
れ
た
役
割
で
あ
っ
た
。
軍
隊
に
召
集
さ
れ
た
兵
士
は
、
戦
場
へ
と
出
征
し
て
い
く
。
第
四
首
「
皆
寝
て
」、
第
八
首
「
戦
場
の
」、
第
一
二
首
「
戦
地
か
ら
」
の
三
作
品
は
、「
戦
地
」
か
ら
の
「
軍
事
便
」
が
届
い
た
も
の
。
第
四
首
は
、
寝
る
前
に
留
守
家
族
「
皆
」
で
一
度
読
ん
だ
「
軍
事
便
」
だ
が
、
「
皆
寝
て
」
し
ま
っ
た
後
、「
又
出
し
て
」、
一
人
心
ゆ
く
ま
で
読
ん
で
み
る
児
童
が
い
る
。
第
八
首
の
「
手
紙
」
は
、「
戦
場
の
兄
」
か
ら
だ
。「
一
と
こ
ろ
泥
に
こ
す
れ
て
」
い
た
こ
と
が
、
そ
の
手
紙
の
到
着
ま
で
の
経
緯
を
推
測
さ
せ
る
作
品
だ
。
第
一
二
首
は
、「
戦
地
か
ら
手
紙
」
が
届
い
た
こ
と
で
、「
家
内
中
」
が
「
さ
き
を
あ
ら
そ
ひ
玄
関
へ
出
る
」
も
の
で
、
児
童
も
そ
の
一
人
だ
。
配
達
夫
が
、
差
出
人
の
名
前
を
知
ら
せ
た
と
い
う
こ
と
か
。
「
軍
事
便
」
は
、
戦
地
か
ら
の
便
り
で
あ
る
が
、「
内
地
」
か
ら
は
、
留
守
族
が
、
慰
問
文
を
送
り
、
慰
問
品
を
送
っ
た
。
第
五
首
「
便
り
書
く
」
は
、
兵
隊
と
な
っ
て
い
る
「
兄
上
」
が
家
族
か
ら
の
手
紙
を
「
喜
び
読
め
る
姿
」
を
思
い
描
い
て
認
め
て
い
る
児
童
が
い
る
。
第
四
首
の
作
者
と
同
じ
在
籍
校
・
学
年
で
あ
る
が
、
別
人
。
第
七
首
「
満
洲
の
」
で
は
、「
兄
」
に
送
る
「
靴
下
を
あ
む
」
児
童
が
い
る
。
「
今
宵
ま
た
寒
さ
忘
れ
て
靴
下
を
あ
む
」
の
で
あ
り
、
何
足
も
編
ん
で
い
る
様
子
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。「
満
洲
の
兄
」
の
寒
さ
が
思
い
遣
ら
れ
、「
今
宵
ま
た
」
靴
下
を
編
む
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
児
童
は
、
第
八
首
、
戦
場
の
兄
か
ら
の
手
紙
が
（127） ―127―
「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
六
）
一
と
こ
ろ
泥
に
こ
す
れ
て
家
に
着
い
た
と
詠
ん
だ
同
じ
作
者
。
第
七
首
と
第
八
首
の
掲
載
は
、
三
月
四
日
と
五
日
で
あ
り
、
掲
載
事
情
は
不
明
な
が
ら
、
作
者
か
ら
兄
へ
の
慰
問
文
、
慰
問
品
の
発
送
が
度
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
第
一
一
首
「
か
す
か
な
る
」
は
、
戦
地
か
ら
帰
還
の
父
を
、
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
る
児
童
の
心
境
。
日
常
、
父
と
一
緒
に
暮
し
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
単
に
外
出
し
て
い
る
父
を
こ
の
よ
う
に
心
待
ち
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
第
一
三
首
「
遺
品
展
」
は
、
戦
死
し
た
兵
士
の
遺
品
展
示
の
見
学
。
地
域
か
ら
出
征
し
戦
死
し
た
兵
士
の
顕
彰
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「
遺
品
展
」。
児
童
が
眼
に
し
た
も
の
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
燃
ゆ
る
も
の
」
が
「
わ
が
胸
の
う
ち
に
」
湧
い
た
と
い
う
事
。
戦
死
す
る
こ
と
が
美
談
と
し
て
展
示
さ
れ
、
そ
れ
を
見
る
児
童
に
覚
悟
を
醸
成
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
第
三
首
「
す
る
〳
〵
と
」
と
昇
る
「
日
の
御
旗
」
は
、
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
る
風
景
。
掲
載
日
か
ら
推
測
す
る
に
、
新
年
の
行
事
で
の
掲
揚
か
。
掲
揚
さ
れ
る
日
の
丸
に
「
雄
々
し
さ
ぞ
見
ゆ
」
が
時
局
柄
だ
。
第
九
首
「
高
々
と
」
飛
ん
で
ゆ
く
の
は
「
荒
鷲
」。
訓
練
飛
行
で
で
も
あ
っ
た
か
。
眼
に
見
え
る
戦
時
下
と
い
う
こ
と
だ
。
第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
短
歌
」
の
戦
時
下
は
、
出
征
す
る
肉
親
が
あ
り
、
隣
組
み
の
お
じ
さ
ん
た
ち
の
出
征
が
あ
っ
た
。
既
に
戦
場
に
あ
り
、
便
り
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
戦
地
と
留
守
宅
。
戦
場
か
ら
の
便
り
が
、
生
き
て
い
る
証
だ
。
そ
れ
で
も
、
戦
死
は
あ
る
。
遺
品
が
留
守
宅
に
届
き
、
地
域
で
は
、
そ
う
し
た
遺
品
を
集
め
て
展
示
す
る
。
展
示
に
値
す
る
ほ
ど
の
遺
品
の
数
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
は
数
多
く
の
戦
死
者
が
で
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
一
方
、
第
一
四
半
期
の
「
短
歌
」
は
、
四
六
首
で
あ
り
、
戦
時
下
色
を
内
容
と
す
る
作
品
が
一
三
首
あ
る
も
の
の
、
残
り
の
三
三
首
は
、
児
童
の
身
の
回
り
の
日
常
を
内
容
と
す
る
。
雪
降
れ
ば
も
う
見
ら
れ
ぬ
と
黒
き
土
強
く
に
ぎ
れ
ば
冷
た
か
り
け
り
（
山
形
県
一
条
校
高
一
男
子
、
一
月
七
日
・
火
、
第
一
三
三
六
号
）
雪
の
季
節
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
実
感
は
、
手
の
ひ
ら
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
季
節
を
触
覚
で
掴
ん
で
見
せ
て
い
る
。
夜
も
更
け
て
雪
の
音
さ
へ
静
か
な
り
看
り
つ
か
れ
て
い
つ
か
眠
り
ぬ
（
秋
田
県
浅
舞
校
六
年
男
子
、
一
月
四
日
・
土
、
第
一
三
三
四
号
）
雪
の
季
節
。
夜
半
、
雪
は
降
り
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
家
族
の
看
病
で
あ
ろ
う
か
、
つ
い
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
雪
晴
の
寒
き
朝
を
調
練
す
と
引
出
す
馬
の
猛
り
激
し
も
（
岩
手
県
徳
田
校
高
一
男
子
、
二
月
二
十
三
日
・
日
、
第
一
三
七
七
号
）
雪
が
積
も
っ
て
い
る
中
、
馬
の
調
練
に
あ
た
る
高
等
科
一
年
は
、
こ
の
家
に
と
っ
て
、
立
派
な
働
き
手
だ
。
さ
ら
〳
〵
と
天
神
さ
ま
の
森
の
中
白
い
き
れ
い
な
雪
は
ふ
る
か
な
（
東
京
市
中
野
区
桃
園
第
三
校
三
年
男
子
、
三
月
十
二
日
・
水
、
第
一
三
九
一
号
）
掲
載
日
か
ら
推
測
す
る
と
、
東
京
の
雪
は
遅
い
と
い
う
事
か
。
時
局
柄
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
三
年
生
の
児
童
は
、「
天
神
さ
ま
」
に
武
運
長
久
の
お
参
り
に
で
も
行
っ
た
か
。
た
だ
、
作
者
が
三
年
生
で
あ
る
こ
と
に
は
、
そ
の
豊
か
な
才
能
に
た
だ
驚
く
の
み
。
い
つ
し
か
に
わ
が
村
里
は
春
め
き
て
雑
木
林
の
色
青
み
行
く
（
茨
城
県
戸
多
校
高
一
男
子
、
三
月
五
日
・
水
、
第
一
三
八
五
号
）
記
念
樹
の
松
も
緑
の
色
増
し
て
学
校
の
庭
に
春
の
訪
れ
（
岩
手
県
荒
屋
校
五
年
男
子
、
三
月
六
日
・
木
、
第
一
三
八
六
号
）
掲
載
は
三
月
初
旬
。
茨
城
に
岩
手
に
、
春
の
季
節
が
や
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
だ
。
児
童
の
眼
差
し
は
、
木
々
に
注
が
れ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
色
彩
に
見
て
取
っ
た
。
畦
づ
た
ひ
杖
を
た
よ
り
に
麦
踏
め
り
富
士
に
雲
な
き
日
曜
日
の
午
後
（
山
梨
県
増
穂
校
高
一
男
子
、
三
月
一
日
・
土
、
第
一
三
八
二
号
）
日
曜
日
午
後
の
縁
側
ほ
が
ら
か
に
眺
め
居
る
な
り
澄
渡
る
空
を
（
栃
木
県
小
俣
校
六
年
男
子
、
同
前
）
同
日
掲
載
で
、
同
じ
日
曜
日
を
内
容
と
す
る
作
品
だ
が
、
そ
の
内
容
は
、
前
者
が
「
麦
踏
」
と
、
農
作
業
で
活
動
的
な
日
曜
日
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
澄
渡
っ
て
い
る
空
を
「
ほ
が
ら
か
に
」
眺
め
て
い
る
と
い
う
静
的
な
日
曜
日
だ
。
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同
日
掲
載
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
ほ
ぼ
同
年
齢
の
男
子
児
童
の
日
曜
日
の
姿
と
し
て
、
編
集
者
の
意
図
が
透
け
て
見
え
よ
う
。
以
上
、
昭
和
十
六
年
第
一
四
半
期
の
「
短
歌
」
を
検
討
し
て
き
た
。
掲
載
さ
れ
た
四
三
首
の
う
ち
一
三
首
が
戦
時
下
色
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
掲
載
率
か
ら
は
約
二
八
・
三
％
と
な
り
、
ほ
ぼ
三
割
に
の
ぼ
る
。
そ
の
内
容
も
、
掲
載
さ
れ
た
児
童
の
身
内
に
、
戦
死
者
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
地
域
で
は
、
展
示
で
き
る
ほ
ど
戦
死
者
の
「
遺
品
」
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
や
が
て
「
遺
品
」
を
残
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
入
営
や
出
征
は
、
身
内
に
も
集
落
に
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
「
遺
品
」
に
近
い
の
は
、
戦
場
に
居
る
肉
親
だ
。
児
童
に
と
っ
て
、
戦
時
下
は
、
も
は
や
日
常
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
短
歌
」
作
品
に
は
、
季
節
を
感
覚
で
捉
え
る
児
童
が
お
り
、
日
曜
日
を
働
い
て
過
ご
す
一
方
で
は
、
日
向
ぼ
っ
こ
で
過
ご
す
児
童
も
い
た
。
前
者
は
、
戦
時
下
ゆ
え
の
働
き
手
と
し
て
児
童
に
期
待
さ
れ
た
農
作
業
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
も
日
曜
日
を
「
ほ
が
ら
か
に
」
過
ご
す
児
童
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
昭
和
十
六
年
第
二
四
半
期
に
お
け
る
「
短
歌
」
第
二
四
半
期
（
四
月
〜
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
は
二
〇
首
。
掲
載
さ
れ
た
作
品
が
少
な
い
の
は
、
六
月
に
は
、「
短
歌
」
が
全
く
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
二
〇
作
品
中
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
五
首
で
あ
り
、
掲
載
作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
二
五
・
〇
％
と
な
る
。
14
君
の
た
め
散
り
て
帰
ら
ぬ
師
の
君
の
御
魂
に
恥
ぢ
ぬ
を
の
こ
と
な
ら
ん
（
茨
城
県
若
松
市
若
松
高
小
校
一
年
男
子
、
四
月
一
日
・
火
、
第
一
四
〇
八
号
）
15
そ
の
あ
し
た
見
返
す
ご
と
く
わ
れ
を
見
し
父
の
瞳
を
今
も
忘
れ
ず
（
岩
手
県
徳
田
校
高
二
男
子
、
同
前
）
16
火
の
気
な
き
火
鉢
に
寄
り
し
父
上
は
戦
地
の
兄
の
名
を
灰
に
書
く
（
青
森
県
是
川
校
高
二
男
子
、
四
月
二
日
・
水
、
第
一
四
〇
九
号
）
17
神
国
に
生
ま
れ
し
今
日
の
喜
び
を
父
に
告
げ
な
ん
靖
国
の
宮
（
東
京
市
浅
草
区
待
乳
山
校
五
年
男
子
、
四
月
三
日
・
木
、
第
一
四
一
〇
号
）
18
戦
地
征
く
父
を
思
ひ
て
夜
も
す
が
ら
月
の
光
を
仰
ぎ
見
る
か
な
（
千
葉
県
大
戸
校
六
年
男
子
、
四
月
十
一
日
・
金
、
第
一
四
一
六
号
）
第
一
四
首
「
君
の
た
め
」
に
は
、
応
召
後
、
戦
死
し
た
「
師
の
君
」、
す
な
わ
ち
、
恩
師
が
い
た
と
い
う
こ
と
。「
御
魂
に
恥
じ
ぬ
を
の
こ
と
な
ら
ん
」
は
、
葬
儀
で
「
御
魂
」
に
対
す
る
約
束
で
あ
っ
た
か
。
高
等
科
一
年
の
児
童
も
、
戦
死
者
の
葬
儀
に
列
席
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
戦
死
者
が
「
恩
師
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
第
一
五
首
「
そ
の
あ
し
た
」
は
、
父
の
出
征
し
た
日
の
こ
と
。
そ
の
日
、
自
分
に
後
を
託
し
た
「
父
の
瞳
」
を
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
。
作
者
は
、
父
の
消
息
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
第
一
六
首
「
火
の
気
な
き
」
は
、
戦
地
に
居
る
息
子
の
消
息
を
思
い
や
る
父
親
を
見
て
い
る
児
童
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
父
は
、
火
鉢
の
灰
に
「
兄
の
名
」
を
書
い
て
い
る
。
作
者
の
児
童
が
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
児
童
に
は
、
戦
地
に
兄
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
児
童
の
戦
時
下
は
、
肉
親
が
戦
場
に
居
る
と
い
う
こ
と
。
第
一
七
首
「
神
国
に
」
は
、
作
者
が
「
靖
国
の
宮
」
に
参
拝
し
た
こ
と
が
内
容
。
父
は
戦
死
し
、
靖
国
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
児
童
の
戦
時
下
は
、
父
親
が
戦
死
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
第
一
八
首
「
戦
地
征
く
」
で
は
、
父
が
戦
場
に
い
る
と
い
う
こ
と
。「
月
の
光
を
仰
ぎ
見
る
」
児
童
は
、
父
の
こ
と
が
心
配
で
な
ら
な
い
。
自
分
が
見
上
げ
て
い
る
月
を
、
戦
場
に
居
る
父
も
見
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
の
こ
と
か
。
第
二
四
半
期
の
「
短
歌
」
作
品
の
掲
載
は
、
六
月
に
掲
載
の
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
二
〇
首
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
は
五
首
。
こ
の
五
首
に
は
、
児
童
の
直
面
し
て
い
る
戦
時
下
が
あ
る
。
兄
や
父
が
出
征
中
で
あ
り
、
父
が
戦
死
し
て
い
た
。
自
分
の
恩
師
が
戦
死
し
た
児
童
も
い
た
こ
と
に
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
六
）
な
る
。
一
方
、
第
二
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
二
〇
首
の
う
ち
、
戦
時
下
色
を
内
容
と
す
る
五
首
以
外
の
一
五
首
は
、
児
童
の
身
の
回
り
の
日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
わ
が
家
の
箱
に
し
ま
ひ
し
枯
露
柿
に
白
き
こ
ふ
き
ぬ
指
の
跡
の
こ
し
て
（
山
梨
県
増
穂
校
高
一
男
子
、
四
月
二
日
・
水
、
第
一
四
〇
八
号
）
秋
に
渋
柿
を
む
い
て
干
し
上
げ
た
枯
露
柿
。
保
存
の
た
め
箱
に
し
ま
っ
て
お
い
た
。
食
べ
ご
ろ
か
と
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
見
事
な
「
白
き
こ
」
が
ふ
い
て
い
た
が
、
誰
か
が
、
自
分
よ
り
先
に
つ
ま
ん
で
、
出
来
具
合
を
確
か
め
た
よ
う
だ
。「
指
の
跡
」
を
見
て
、
作
者
は
、
誰
の
指
が
わ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ぽ
ん
〳
〵
と
ピ
ア
ノ
の
音
が
さ
え
わ
た
り
若
葉
が
ゆ
れ
て
る
春
の
夕
ぐ
れ
（
秋
田
県
横
手
女
子
校
六
年
女
子
、
同
前
）
「
わ
が
家
の
」
と
「
ぽ
ん
〳
〵
と
」
は
、
第
一
六
首
「
火
の
気
な
き
」
と
同
日
の
掲
載
。
火
の
気
の
な
い
火
鉢
の
灰
に
、
出
征
中
の
息
子
の
名
前
を
書
い
て
い
る
父
親
が
い
る
一
方
で
、「
ピ
ア
ノ
の
音
が
さ
え
わ
た
り
若
葉
が
ゆ
れ
て
る
春
の
夕
ぐ
れ
」
の
な
か
に
い
る
少
女
が
い
る
と
い
う
こ
と
。「
ピ
ア
ノ
」
は
、
作
者
が
弾
い
て
い
る
の
か
、
作
者
は
聞
い
て
い
る
の
か
分
明
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
は
、
穏
や
か
な
「
春
の
夕
ぐ
れ
」
に
包
ま
れ
て
い
く
児
童
が
い
る
。
梅
の
花
ぼ
つ
〴
〵
咲
き
ぬ
朝
ご
と
に
歯
を
磨
き
つ
ゝ
数
へ
楽
し
む
（
宮
城
県
中
津
山
校
五
年
女
子
、
四
月
三
日
・
木
、
第
一
四
一
〇
号
）
第
一
七
首
「
神
国
に
」
と
同
日
の
掲
載
。「
靖
国
の
宮
」
に
参
拝
し
、
祭
ら
れ
て
い
る
父
に
「
神
国
に
生
ま
れ
し
」
喜
び
を
伝
え
た
い
と
す
る
児
童
の
一
方
で
、
冬
か
ら
春
へ
の
季
節
の
変
わ
り
目
を
「
楽
し
む
」
児
童
が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
雪
は
れ
て
風
な
き
空
は
澄
み
き
つ
て
ほ
ん
の
り
上
る
汽
船
の
煙
（
北
海
道
寿
都
校
五
年
男
子
、
四
月
十
一
日
・
金
、
第
一
四
一
六
号
）
第
一
八
首
「
戦
地
征
く
」
と
同
日
の
掲
載
。
北
海
道
の
春
は
遅
い
と
い
う
こ
と
か
。「
戦
地
征
く
」
で
作
者
の
児
童
が
眺
め
て
い
た
の
は
、「
月
の
光
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
降
っ
て
い
た
雪
が
や
み
、
風
も
な
い
空
に
「
ほ
ん
の
り
上
る
汽
船
の
煙
」
を
眺
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
夜
と
昼
の
対
象
的
な
風
景
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
の
心
象
風
景
と
い
う
こ
と
か
。
い
ゝ
下
駄
を
は
い
た
を
さ
な
児
嬉
し
さ
う
下
を
向
き
〳
〵
庭
を
か
け
足
（
茨
城
県
茎
崎
第
一
校
六
年
男
子
、
同
前
）
こ
れ
も
第
一
八
首
「
戦
地
征
く
」
と
同
日
の
掲
載
。「
い
ゝ
下
駄
」
と
は
、
新
し
い
下
駄
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
を
さ
な
児
」
が
嬉
し
さ
を
隠
し
き
れ
ず
に
下
駄
を
見
い
見
い
し
な
が
ら
「
か
け
足
」
を
し
て
い
る
。「
を
さ
な
児
」
は
、
弟
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い
る
の
が
作
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
と
〳
〵
と
降
る
春
雨
に
ぬ
れ
て
行
く
野
良
犬
の
か
げ
あ
わ
れ
な
り
け
り
（
東
京
市
青
山
師
範
附
属
校
四
年
女
子
、
五
月
二
十
五
日
・
日
、
第
一
四
五
四
号
）
「
春
雨
」
の
中
、
雨
宿
り
す
る
こ
と
も
な
く
「
ぬ
れ
て
行
く
野
良
犬
」
を
見
て
の
作
品
で
あ
ろ
う
が
、
作
者
は
、「
あ
わ
れ
な
り
け
り
」
と
同
情
の
眼
で
み
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
以
上
、
昭
和
十
六
年
第
二
四
半
期
の
「
短
歌
」
を
検
討
し
て
き
た
。
掲
載
さ
れ
た
二
〇
首
の
う
ち
五
首
が
戦
時
下
色
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
掲
載
率
か
ら
は
二
五
・
〇
％
と
な
り
、
第
一
四
半
期
の
約
二
八
・
三
％
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
低
く
は
な
い
掲
載
率
と
な
っ
た
。
そ
の
内
容
も
、
第
一
四
半
期
に
は
、
掲
載
さ
れ
た
児
童
に
身
内
の
戦
死
は
無
か
っ
た
が
、
こ
の
第
二
四
半
期
で
は
、
兄
や
父
が
出
征
中
で
あ
り
、
父
が
戦
死
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
児
童
の
直
面
し
て
い
る
戦
時
下
が
あ
っ
た
。
一
方
、
第
二
四
半
期
は
春
か
ら
初
夏
を
季
節
と
し
、
各
地
毎
の
季
節
を
取
り
込
み
、
幼
子
を
ま
な
ざ
す
視
線
や
人
の
庇
護
の
な
い
野
良
犬
に
同
情
す
る
作
品
も
み
え
、
児
童
は
、
日
々
の
生
活
風
景
も
作
品
に
取
り
込
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ
っ
た
。
三
昭
和
十
六
年
第
三
四
半
期
に
お
け
る
「
短
歌
」
第
三
四
半
期
（
七
月
〜
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
は
六
二
首
。
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こ
の
内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
三
首
で
あ
り
、
掲
載
作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
二
一
・
〇
％
と
な
る
。
19
ま
ゝ
ご
と
に
余
念
な
か
り
し
を
み
な
子
も
そ
の
手
休
め
て
飛
行
機
を
見
る
（
長
野
県
南
牧
校
五
年
女
子
、
七
月
十
六
日
・
水
、
第
一
四
九
八
号
）
20
風
や
ん
で
す
つ
き
り
晴
れ
た
夏
空
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
音
気
持
よ
き
か
な
（
千
葉
県
大
原
校
高
一
男
子
、
八
月
六
日
・
水
、
第
一
五
一
六
号
）
21
し
と
〳
〵
と
雨
ふ
る
中
に
麦
を
刈
る
先
生
も
友
も
皆
だ
ま
つ
て
（
千
葉
県
豊
岡
校
高
一
男
子
、
八
月
十
日
・
日
、
第
一
五
二
〇
号
）
22
わ
が
村
を
一
声
高
く
い
な
な
い
て
召
さ
れ
し
軍
馬
今
日
も
征
く
な
り
（
新
潟
県
聖
籠
校
六
年
男
子
、
八
月
十
二
日
・
火
、
第
一
五
二
一
号
）
23
出
征
の
吾
が
子
見
送
る
母
の
顔
雨
に
ぬ
れ
つ
ゝ
ほ
の
か
に
赤
し
（
岩
手
県
大
槌
校
高
一
男
子
、
八
月
十
三
日
・
水
、
第
一
五
二
二
号
）
24
勤
労
奉
仕
に
疲
れ
た
か
ら
だ
休
め
つ
ゝ
戦
地
の
兵
を
思
ふ
夏
空
（
北
海
道
中
立
牛
校
高
一
男
子
、
八
月
十
七
日
・
日
、
第
一
五
二
六
号
）
25
プ
ロ
ペ
ラ
の
音
勇
ま
し
く
飛
行
機
の
青
空
高
く
飛
べ
る
夏
の
日
（
山
形
県
小
松
校
高
二
男
子
、
八
月
二
四
日
・
日
、
第
一
五
三
二
号
）
26
乾
し
て
あ
る
茶
が
ら
ひ
る
間
も
あ
ら
ず
し
て
か
び
の
は
え
た
り
七
月
の
雨
（
山
形
県
清
川
校
五
年
男
子
、
八
月
二
十
六
日
・
火
、
第
一
五
三
三
号
）
27
歌
で
き
ぬ
我
の
か
な
し
さ
う
し
ろ
む
き
東
亜
の
地
図
を
し
ば
し
な
が
め
る
（
岩
手
県
大
槌
校
高
一
男
子
、
九
月
十
日
・
水
、
第
一
五
四
六
号
）
28
こ
ゝ
ろ
よ
き
爆
音
た
て
て
飛
行
機
は
三
機
三
機
の
列
を
乱
さ
ず
（
北
海
道
月
寒
校
高
二
男
子
、
九
月
十
一
日
・
木
、
第
一
五
四
七
号
）
29
故
郷
の
便
り
ま
ち
つ
つ
戦
死
せ
し
兵
あ
り
と
聞
け
ば
悲
し
か
り
け
り
（
宮
城
県
細
倉
校
六
年
男
子
、
九
月
十
六
日
・
火
、
第
一
五
五
一
号
）
30
勤
労
の
学
生
隊
の
手
伝
ひ
し
た
ん
ぼ
の
稲
穂
出
そ
ろ
ひ
に
け
り
（
福
島
県
須
釜
校
高
二
男
子
、
九
月
二
十
六
日
・
金
、
第
一
五
六
〇
号
）
31
鍬
と
り
て
今
東
北
の
土
に
た
つ
こ
の
身
も
鍬
も
私
な
ら
ず
（
福
島
県
須
釜
校
高
二
男
子
、
九
月
二
十
七
日
・
土
、
第
一
五
六
一
号
）
第
一
九
、
二
〇
、
二
五
、
二
八
首
は
、
い
ず
れ
も
飛
行
機
を
内
容
と
す
る
作
品
。
第
一
九
首
「
ま
ゝ
ご
と
に
」
は
、
飛
ん
で
き
た
飛
行
機
に
気
を
取
ら
れ
て
、
マ
マ
ゴ
ト
を
中
断
し
て
空
を
見
上
げ
る
「
を
み
な
子
」
を
、
作
者
の
児
童
が
見
つ
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
第
二
〇
首
「
風
や
ん
で
」
は
、「
す
つ
き
り
晴
れ
た
夏
空
」
を
飛
ぶ
飛
行
機
を
見
上
げ
て
い
る
が
、
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
プ
ロ
ペ
ラ
の
音
に
気
持
ち
は
向
か
っ
て
い
る
。
第
二
五
首
「
プ
ロ
ペ
ラ
の
」
は
、
前
作
品
と
同
じ
「
音
」
を
内
容
と
し
な
が
ら
、
こ
ち
ら
は
そ
の
音
に
「
勇
ま
し
さ
」
を
感
じ
て
い
る
。
第
二
八
首
「
こ
ゝ
ろ
よ
き
」
も
、
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
だ
が
、
こ
ち
ら
は
「
爆
音
」。
整
然
と
編
隊
を
組
ん
で
飛
ん
で
行
く
飛
行
機
を
作
者
が
眺
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
第
三
四
半
期
の
「
詩
」
に
、「
飛
行
機
」
と
題
し
た
、
次
の
作
品
が
あ
っ
た
。
ご
う
つ
と
プ
ロ
ペ
ラ
の
音
。
す
ぐ
上
に
飛
行
機
三
機
、
へ
ん
た
い
で
と
ん
で
ゐ
る
。
時
々
銀
翼
が
ぴ
か
り
と
光
る
、
日
の
丸
が
く
つ
き
り
と
う
い
て
ゐ
る
。
七
月
二
十
四
日
（
木
・
第
一
五
〇
五
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
宮
城
県
若
柳
校
五
年
男
子
の
作
品
だ
。
児
童
の
頭
の
上
を
、
編
隊
を
組
ん
だ
「
飛
行
機
」
が
、
飛
ん
で
行
く
。「
日
の
丸
が
く
つ
き
り
と
」
浮
い
て
見
え
る
ほ
ど
の
高
さ
だ
っ
た
、
と
い
う
も
の
。
第
一
九
首
は
長
野
県
、
第
二
〇
首
は
千
葉
県
、
第
二
五
首
は
山
形
県
、
第
二
八
首
は
北
海
道
。
そ
し
て
、「
詩
」
で
は
宮
城
県
。
日
本
の
各
地
を
飛
行
機
が
飛
び
、
そ
れ
を
児
童
は
見
上
げ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
飛
行
機
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
遊
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
六
）
覧
飛
行
で
は
な
い
。
空
の
戦
い
に
備
え
て
飛
ぶ
飛
行
機
で
あ
り
、
そ
う
し
た
空
の
下
が
、
児
童
の
日
常
生
活
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
一
首
「
し
と
〳
〵
と
」、
第
二
四
首
「
勤
労
奉
仕
に
」、
第
三
〇
首
「
勤
労
の
」、
第
三
一
首
「
鍬
と
り
て
」
は
、
勤
労
奉
仕
が
題
材
と
な
っ
た
作
品
。
第
二
一
首
「
し
と
〳
〵
と
」
は
、「
先
生
も
友
も
皆
だ
ま
つ
て
」
麦
を
刈
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
し
と
〳
〵
と
雨
ふ
る
中
」
で
の
作
業
だ
っ
た
。
雨
の
中
の
麦
刈
り
は
、
快
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
刈
り
取
っ
た
麦
の
品
質
に
も
影
響
が
で
よ
う
が
、「
雨
ふ
る
中
に
麦
を
刈
る
」
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
校
区
に
は
、
他
に
も
麦
刈
り
に
子
供
た
ち
の
勤
労
奉
仕
を
必
要
と
し
て
い
る
出
征
遺
家
族
が
あ
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
第
二
四
首
「
勤
労
奉
仕
に
」
は
、
作
業
休
み
の
見
上
げ
た
「
夏
空
」
に
「
戦
地
の
兵
を
思
ふ
」
と
い
う
も
の
。
作
業
が
辛
い
時
、「
戦
地
の
兵
」
の
辛
さ
を
思
へ
と
教
え
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。
第
三
〇
首
「
勤
労
の
」
と
、
第
三
一
首
「
鍬
と
り
て
」
は
、
同
じ
作
者
。
第
三
〇
首
「
勤
労
の
」
は
、「
学
生
隊
」
が
「
手
伝
ひ
し
た
ん
ぼ
」
の
稲
に
穂
が
出
揃
っ
た
と
い
う
も
の
。
田
植
え
に
、
除
草
に
と
、
勤
労
奉
仕
し
た
「
た
ん
ぼ
」
の
稲
が
生
長
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
作
者
も
「
学
生
隊
」
と
共
に
勤
労
奉
仕
に
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
遺
家
族
と
し
て
、
勤
労
奉
仕
を
受
け
た
側
で
あ
っ
た
か
。
第
三
一
首
「
鍬
と
り
て
」
は
、「
こ
の
身
も
鍬
も
私
な
ら
ず
」
が
主
眼
。
鍬
を
持
つ
て
耕
す
の
は
、
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
お
国
の
た
め
だ
と
い
う
こ
と
か
。
前
作
と
同
じ
作
者
で
あ
る
が
、
作
者
が
、
勤
労
隊
の
一
員
と
し
て
鍬
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
勤
労
奉
仕
を
受
け
る
家
族
と
し
て
、
自
分
が
働
く
こ
と
は
、
自
分
の
家
族
の
為
で
は
な
く
、
お
国
へ
の
報
国
だ
と
の
決
意
か
、
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
鍬
を
持
っ
て
耕
す
児
童
が
、
そ
の
勤
労
の
中
で
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。第
二
二
首
「
わ
が
村
を
」
は
、
軍
馬
の
出
征
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
送
る
児
童
が
い
る
と
い
う
こ
と
。「
今
日
も
征
く
な
り
」
か
ら
は
、
軍
馬
の
出
征
を
こ
れ
ま
で
も
見
送
っ
た
と
い
う
こ
と
。
人
の
み
な
ら
ず
、
馬
も
ま
た
、
戦
場
へ
と
狩
り
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
第
二
三
首
「
出
征
の
」
は
、
雨
の
日
に
、
召
集
令
状
に
よ
っ
て
入
営
し
て
い
く
「
吾
が
子
」
を
見
送
る
「
母
」
を
詠
ん
だ
作
品
。「
母
の
顔
」
は
、
雨
に
ぬ
れ
て
い
て
も
「
ほ
の
か
に
赤
し
」。
顔
が
ぬ
れ
て
い
る
の
は
、
雨
の
せ
い
か
涙
の
せ
い
か
。
雨
が
涙
を
か
く
し
て
い
る
の
か
。
作
者
と
こ
の
母
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
児
童
は
、「
母
の
顔
」
の
「
赤
し
」
を
見
て
取
っ
た
と
い
う
こ
と
。
雨
の
中
で
の
入
営
見
送
り
も
児
童
の
果
た
す
べ
き
役
割
だ
っ
た
と
う
い
う
こ
と
。
第
二
六
首
「
乾
し
て
あ
る
」
は
、「
茶
が
ら
」
を
乾
し
て
み
た
も
の
の
、「
七
月
の
雨
」
の
せ
い
で
、
乾
か
ず
に
か
び
が
は
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
。
愛
国
婦
人
会
所
属
の
愛
国
子
女
団
で
は
、
か
ね
て
か
ら
軍
馬
の
飼
料
に
栄
養
価
の
あ
る
お
茶
殻
を
献
納
し
て
ゐ
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
は
や
は
り
物
資
不
足
で
飼
料
に
困
つ
て
ゐ
る
動
物
園
に
も
、
お
茶
殻
を
献
納
し
ま
せ
う
と
、
ま
づ
上
野
動
物
園
で
実
地
に
試
験
し
て
い
た
ゞ
い
た
と
こ
ろ
、
鹿
、
河
馬
、
兎
、
そ
の
ほ
か
様
々
の
動
物
や
馬
類
も
、
大
好
物
だ
と
い
ふ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
「
少
國
民
新
聞
」
昭
和
十
六
年
二
月
十
二
日
（
第
一
三
六
七
号
）
第
二
面
に
掲
載
さ
れ
た
「
上
野
動
物
園
へ
お
茶
殻
慰
問
隊
」
の
一
節
で
あ
る
。
お
茶
殻
は
、「
か
ね
て
か
ら
軍
馬
の
飼
料
」
と
し
て
献
納
さ
れ
て
た
が
、
物
資
不
足
か
ら
動
物
園
へ
も
飼
料
と
し
て
献
納
す
る
と
い
う
記
事
。
第
二
六
首
は
、
八
月
二
十
六
日
の
掲
載
で
あ
る
が
、
九
月
十
八
日
の
「
少
國
民
新
聞
」（
第
一
五
五
三
号
）
二
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
お
茶
殻
献
納
は
、
一
部
で
は
前
か
ら
実
行
し
て
来
ま
し
た
が
、
来
月
末
か
ら
全
国
で
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
軍
馬
や
動
物
園
に
さ
し
出
し
た
の
で
す
が
、
今
度
か
ら
は
全
国
の
馬
の
飼
主
に
わ
た
し
、
一
般
の
馬
に
御
馳
走
す
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
お
茶
殻
に
は
蛋
白
や
脂
肪
が
た
く
さ
ん
（132）―132―
含
ま
れ
て
ゐ
て
、
大
た
い
大
麦
と
同
じ
程
ね
う
ち
が
あ
り
ま
す
。
一
人
一
年
百
三
十
匁
の
お
茶
を
使
ふ
と
し
て
、
一
年
間
に
全
国
で
は
五
百
三
十
六
貫
目
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
お
茶
殻
な
ど
い
く
ら
も
た
ま
る
も
の
な
い
と
思
わ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
実
験
に
よ
り
、
り
っ
ぱ
に
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
集
め
方
は
馬
政
局
が
指
導
し
、
帝
国
馬
匹
協
会
と
婦
人
団
体
協
力
の
も
と
に
、
隣
組
や
町
会
等
か
ら
集
め
る
予
定
日
を
各
家
庭
に
通
知
し
ま
す
。
当
日
は
婦
人
団
体
が
と
り
集
め
て
市
役
所
や
区
役
所
、
各
国
民
学
校
等
、
区
内
数
個
所
の
配
給
所
に
持
ち
寄
り
ま
す
。
役
所
や
会
社
、
ホ
テ
ル
、
百
貨
店
等
で
は
、
ま
と
め
て
配
給
所
へ
持
ち
こ
み
ま
す
。
配
給
所
で
は
各
府
県
の
畜
産
組
合
に
、
切
符
制
で
集
つ
た
お
茶
殻
を
配
給
し
、
組
合
員
の
馬
の
飼
主
に
渡
し
ま
す
。
飼
主
は
お
茶
殻
一
貫
匁
に
つ
き
三
十
銭
の
割
で
、
婦
人
団
体
に
お
礼
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
お
茶
殻
集
め
は
、「
馬
政
局
が
指
導
し
、
帝
国
馬
匹
協
会
と
婦
人
団
体
協
力
の
も
と
に
、
隣
組
や
町
会
等
か
ら
集
め
る
」
こ
と
に
な
り
、
そ
の
予
定
日
が
各
家
庭
に
周
知
さ
れ
る
体
制
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
記
事
で
は
、「
来
月
末
か
ら
全
国
で
始
め
る
」
と
あ
る
が
、
十
月
三
十
一
日
の
「
少
國
民
新
聞
」（
第
一
五
八
九
）
二
面
に
、「
お
茶
殻
を
馬
に
全
国
に
新
し
い
運
動
」
の
見
出
し
と
馬
の
顔
の
写
真
に
「
茶
殻
が
そ
の
ま
ゝ
だ
い
じ
な
馬
糧
」
の
標
語
を
添
え
た
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
〝
馬
も
た
ぬ
家
は
茶
殻
で
御
奉
公
〞
前
線
や
銃
後
で
お
国
の
た
め
に
働
い
て
ゐ
る
馬
君
た
ち
に
、
大
好
き
な
茶
殻
を
や
り
ま
せ
う
と
い
ふ
「
茶
殻
馬
糧
化
報
国
運
動
」
が
、
十
一
月
か
ら
全
国
に
か
け
て
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
う
れ
し
い
運
動
は
、
農
林
省
馬
政
局
の
指
導
で
帝
国
馬
匹
協
会
主
催
、
本
社
後
援
で
行
な
は
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
力
を
合
は
せ
て
、
馬
君
を
ふ
と
ら
せ
て
や
つ
て
下
さ
い
。
馬
の
飼
料
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、
出
が
ら
し
の
茶
殻
ま
で
も
が
政
府
の
指
導
の
も
と
、「
茶
殻
馬
糧
化
報
国
運
動
」
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
第
二
六
首
は
、
お
茶
殻
集
め
が
、「
報
国
運
動
」
と
し
て
組
織
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
す
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
九
首
「
歌
で
き
ぬ
」
の
戦
時
下
は
、
教
室
の
後
の
壁
に
は
っ
て
あ
る
「
東
亜
の
地
図
」。
作
者
は
、
短
歌
を
作
っ
て
い
る
最
中
。
思
い
浮
か
ば
な
い
の
で
、
気
分
転
換
に
後
を
見
た
と
こ
ろ
、「
東
亜
の
地
図
」
が
目
に
入
り
、「
し
ば
し
な
が
め
る
」
も
の
で
、
作
者
が
眺
め
た
「
東
亜
の
地
図
」
に
は
、
日
本
軍
の
進
軍
の
様
子
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
も
の
か
。
第
三
〇
首
「
故
郷
の
」
で
、
作
者
に
、「
便
り
ま
ち
つ
つ
戦
死
せ
し
兵
あ
り
」
と
聞
か
せ
た
の
は
、
誰
で
あ
っ
た
か
。
戦
場
か
ら
の
帰
還
兵
が
、
作
者
に
慰
問
文
の
礼
と
共
に
伝
え
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
、
教
師
か
ら
慰
問
文
を
送
る
意
図
の
中
で
児
童
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
か
。「
便
り
」
は
、
戦
場
と
故
郷
を
結
ぶ
も
の
、
兵
士
と
家
族
と
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
第
三
四
半
期
の
「
短
歌
」
作
品
の
掲
載
は
、
六
二
作
品
。
そ
の
内
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
は
一
三
首
（
約
二
一
・
〇
％
）。
こ
こ
に
は
、
第
二
四
半
期
に
見
ら
れ
た
投
稿
児
童
の
肉
親
の
戦
死
を
内
容
と
す
る
作
品
は
み
ら
れ
な
い
。
第
二
三
首
「
出
征
の
吾
が
子
見
送
る
母
」
に
つ
い
て
も
、
作
品
か
ら
は
投
稿
児
童
の
母
親
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
軍
馬
」
の
出
征
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
軍
馬
」
も
地
域
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
投
稿
児
童
の
家
の
馬
と
は
断
定
で
き
な
い
。
こ
の
一
三
首
で
の
題
材
と
し
て
四
首
に
と
ら
れ
た
の
は
、
飛
行
機
。
機
体
や
プ
ロ
ペ
ラ
の
音
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
児
童
は
、
視
覚
的
に
聴
覚
的
に
捉
え
て
み
せ
た
。
ま
た
、
第
三
四
半
期
が
農
繁
期
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
勤
労
奉
仕
に
ま
つ
わ
る
作
品
も
見
ら
れ
た
が
、
児
童
は
、
労
働
力
と
し
て
農
作
業
の
一
翼
を
担
う
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
第
三
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
六
二
首
の
う
ち
、
戦
時
下
色
を
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
六
）
内
容
と
す
る
一
三
首
以
外
で
も
、「
勤
労
奉
仕
」
と
い
っ
た
国
策
で
は
な
く
、
一
家
の
働
き
手
と
し
て
、
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
開
墾
の
野
火
も
え
ゆ
き
て
夏
山
は
う
ち
沈
み
た
る
煙
に
か
す
め
り
（
北
海
道
中
立
牛
校
高
二
男
子
、
八
月
七
日
・
木
、
第
一
五
一
七
号
）
籠
持
ち
て
桑
の
葉
つ
め
る
一
時
を
夕
立
雨
に
濡
れ
し
山
路
（
北
海
道
中
立
牛
校
高
二
女
子
、
八
月
十
日
・
日
、
第
一
五
二
〇
号
）
朝
早
き
乙
女
の
負
ひ
た
る
青
草
に
山
百
合
二
つ
さ
し
て
あ
り
け
り
（
山
形
県
東
根
校
高
一
男
子
、
八
月
十
三
日
・
水
、
第
一
五
二
二
号
）
や
う
や
く
に
耕
し
終
へ
し
畑
の
う
ね
を
ふ
り
か
へ
り
つ
ゝ
汗
ふ
き
に
け
り
（
千
葉
県
豊
岡
校
高
一
男
子
、
八
月
十
五
日
・
金
、
第
一
五
二
四
号
）
家
に
き
て
仕
事
着
ぬ
げ
ば
み
の
り
た
る
麦
の
穂
ひ
と
つ
は
ら
り
と
落
ち
ぬ
（
千
葉
県
豊
岡
校
高
一
男
子
、
八
月
十
六
日
・
土
、
第
一
五
二
五
号
）
一
日
の
仕
事
終
り
て
夕
食
の
箸
と
る
時
の
心
た
の
し
も
（
岩
手
県
小
国
校
六
年
女
子
、
八
月
二
十
三
日
・
土
、
第
一
五
三
一
号
）
う
ら
ら
か
な
夏
の
朝
風
身
に
あ
び
て
馬
の
草
刈
る
田
圃
の
ほ
と
り
（
岩
手
県
小
友
校
高
二
男
子
、
九
月
二
日
・
火
、
第
一
五
三
九
号
）
流
れ
お
つ
る
汗
を
も
ふ
か
ず
今
日
こ
そ
は
母
に
負
け
じ
と
草
を
刈
る
な
り
（
北
海
道
月
寒
校
高
二
校
六
年
男
子
、
九
月
十
四
日
・
日
、
第
一
五
五
〇
号
）
日
中
は
勿
論
だ
が
、
朝
に
晩
に
、
児
童
は
家
の
仕
事
を
持
っ
て
い
た
。
野
に
山
に
、
児
童
は
汗
を
流
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
地
に
青
葉
空
に
真
綿
の
ち
ぎ
れ
雲
光
を
ど
り
て
夏
近
づ
け
り
（
千
葉
県
久
留
里
校
五
年
男
子
、
七
月
十
六
日
・
水
、
第
一
四
九
八
号
）
五
年
生
の
作
品
で
あ
る
。
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
驚
か
さ
れ
る
出
来
栄
え
だ
。
も
ろ
こ
し
の
長
い
葉
つ
ぱ
に
風
吹
い
て
さ
や
り
〳
〵
と
夏
の
夕
暮
（
茨
城
県
上
野
校
高
一
男
子
、
八
月
十
七
日
・
日
、
第
一
五
二
六
号
）
く
ち
な
し
の
花
は
真
白
に
咲
き
に
け
り
そ
の
か
た
は
ら
に
茄
子
の
花
咲
く
（
東
京
市
小
石
川
区
礫
川
校
六
年
男
子
、
八
月
二
十
二
日
・
金
、
第
一
五
三
〇
号
）
共
に
、
視
線
の
作
品
だ
が
、「
も
ろ
こ
し
の
」
に
お
け
る
「
さ
や
り
〳
〵
」
に
は
、
も
ろ
こ
し
の
葉
の
長
さ
と
吹
い
て
く
る
風
の
程
度
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
「
く
ち
な
し
の
」
で
は
、
真
白
な
く
ち
な
し
の
花
に
対
し
て
、
赤
紫
の
茄
子
の
花
が
お
か
れ
色
彩
の
妙
を
伝
え
て
く
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
雨
晴
れ
て
夏
空
高
し
白
雲
の
三
つ
四
つ
五
つ
流
れ
ゆ
く
か
な
（
東
京
市
渋
谷
区
本
町
校
五
年
男
子
、
八
月
三
日
・
日
、
第
一
五
一
四
号
）
兄
さ
ん
の
つ
く
り
し
棚
に
美
し
く
三
つ
四
つ
五
つ
朝
顔
の
咲
く
（
山
梨
県
大
藤
校
五
年
男
子
、
九
月
十
四
日
・
日
、
第
一
五
五
〇
号
）
「
三
つ
四
つ
五
つ
」
は
、
後
者
が
前
者
を
取
り
込
ん
だ
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
作
品
に
必
要
と
し
て
選
ん
だ
表
現
で
あ
ろ
う
が
、
何
と
も
微
妙
だ
。仏
前
に
両
手
合
は
せ
て
拝
す
時
亡
き
父
上
は
我
を
は
げ
ま
す
（
東
京
市
目
黒
区
目
黒
校
高
一
男
子
、
八
月
五
日
・
火
、
第
一
五
一
五
号
）
夕
ぐ
れ
の
父
の
墓
場
に
母
と
き
て
桔
梗
の
花
を
さ
し
に
け
る
か
な
（
埼
玉
県
浦
和
市
第
一
校
高
一
女
子
、
九
月
九
日
・
火
、
第
一
五
四
五
号
）
こ
の
二
作
品
に
お
け
る
父
親
の
死
亡
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
時
局
柄
か
ら
は
戦
死
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
か
。
第
二
四
半
期
に
、
下
駄
を
題
材
と
し
た
、
次
の
一
首
が
あ
っ
た
。
い
ゝ
下
駄
を
は
い
た
を
さ
な
児
嬉
し
さ
う
下
を
向
き
〳
〵
庭
を
か
け
足
（
千
葉
県
大
戸
校
六
年
男
子
、
四
月
十
一
日
・
金
、
第
一
四
一
六
号
）
（134）―134―
第
三
四
半
期
に
も
、
下
駄
を
題
材
と
し
た
。
次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
。
新
し
き
下
駄
を
買
来
て
歩
み
み
る
雨
上
り
た
る
庭
の
う
れ
し
も
（
茨
城
県
日
立
市
会
瀬
校
高
二
男
子
、
九
月
十
四
日
・
日
、
第
一
五
五
〇
号
）
「
い
ゝ
下
駄
を
」
は
、「
を
さ
な
児
」
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い
る
の
が
作
者
で
あ
っ
た
が
、「
新
し
き
」
で
は
、
作
者
本
人
の
気
持
ち
が
内
容
。「
い
ゝ
下
駄
」
や
「
新
し
き
下
駄
」
は
、
心
を
わ
く
わ
く
さ
せ
る
何
か
が
あ
る
。
時
代
を
超
え
た
共
通
す
る
感
覚
か
。
以
上
、
第
三
四
半
期
の
「
短
歌
」
作
品
を
検
討
し
て
き
た
が
、
掲
載
さ
れ
た
六
二
作
品
の
内
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
は
一
三
首
で
、
掲
載
率
か
ら
は
約
二
一
・
〇
％
と
な
り
、
第
二
四
半
期
よ
り
約
四
％
低
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
内
容
的
に
も
、
第
二
四
半
期
に
は
戦
死
し
た
父
親
が
作
品
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
第
三
四
半
期
で
は
、
肉
親
の
戦
死
は
作
品
に
は
表
わ
れ
な
か
っ
た
。そ
の
一
方
で
、
視
界
に
現
れ
る
も
の
は
、
飛
行
機
で
あ
り
、「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
）
の
営
業
地
域
各
地
で
、
児
童
に
仰
ぎ
見
ら
れ
た
。
こ
の
第
三
四
半
期
は
、
農
繁
期
に
あ
た
り
、
児
童
に
と
っ
て
は
、
食
糧
増
産
運
動
と
相
俟
っ
て
、
農
業
労
働
力
の
不
足
を
補
う
「
勤
労
奉
仕
」
と
い
う
国
策
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
児
童
が
、
一
家
の
働
き
手
と
し
て
、
日
々
、
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
、
児
童
の
日
常
生
活
を
題
材
と
し
た
作
品
に
多
く
み
ら
れ
た
。
児
童
は
、
家
族
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
務
め
る
べ
き
役
割
が
あ
っ
た
時
代
だ
っ
た
。
四
昭
和
十
六
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る
「
短
歌
」
第
四
四
半
期
（
十
月
〜
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
は
三
八
首
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
七
首
で
あ
り
、
掲
載
作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
一
八
・
四
％
と
な
る
。
32
先
祖
よ
り
伝
は
り
来
る
大
臼
に
召
さ
れ
し
兄
の
祝
ひ
餅
つ
く
（
岩
手
県
宮
古
市
千
徳
校
六
年
男
子
、
十
月
十
二
日
・
日
、
第
一
五
七
三
号
）
33
大
鳥
居
く
ゞ
り
て
行
け
ば
ざ
く
〳
〵
と
桐
下
駄
の
音
心
に
ひ
ゞ
く
（
栃
木
県
吹
上
第
一
校
高
二
男
子
、
十
月
二
十
八
日
・
火
、
第
一
五
八
六
号
）
34
夜
間
飛
行
あ
る
と
し
聞
き
ぬ
寺
山
の
真
上
に
と
も
る
赤
き
灯
火
（
千
葉
県
米
沢
校
高
二
男
子
、
十
一
月
九
日
・
日
、
第
一
五
九
七
号
）
35
帰
還
せ
る
父
に
抱
か
れ
し
弟
は
小
旗
ふ
り
つ
つ
万
歳
さ
け
ぶ
（
新
潟
県
巻
校
高
二
女
子
、
十
二
月
十
二
日
・
金
、
第
一
六
二
五
号
）
36
故
郷
を
い
く
山
越
え
て
北
満
に
兄
い
ま
せ
り
と
心
勇
み
ぬ
（
山
形
県
天
童
校
高
一
女
子
、
十
二
月
二
十
六
日
・
金
、
第
一
六
三
七
号
）
37
戦
へ
る
国
を
想
へ
ば
一
粒
の
米
と
い
へ
ど
も
尊
か
り
け
り
（
宮
城
県
広
渕
校
高
一
男
子
、
十
二
月
二
十
七
日
・
土
、
第
一
六
三
八
号
）
38
自
ら
力
わ
き
来
ぬ
皇
軍
の
勝
利
の
跡
を
地
図
に
記
し
て
（
宮
城
県
広
渕
校
高
一
男
子
、
十
二
月
二
十
八
日
・
日
、
第
一
六
三
九
号
）
第
三
二
首
「
先
祖
よ
り
」
で
は
、
召
集
令
状
に
よ
っ
て
入
営
す
る
「
兄
の
祝
ひ
餅
」
を
、「
先
祖
よ
り
伝
は
り
来
る
大
臼
」
で
搗
く
と
い
う
も
の
。
召
集
令
状
は
、
「
お
め
で
と
う
」
と
い
っ
て
渡
さ
れ
る
名
誉
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
第
三
三
首
「
大
鳥
居
」
は
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
を
祈
る
た
め
の
神
社
へ
の
参
拝
。
第
三
四
首
「
夜
間
飛
行
」
は
、
文
字
通
り
、
夜
間
の
飛
行
訓
練
。
第
三
四
半
期
、
昼
間
、
児
童
の
上
を
飛
行
機
が
飛
び
回
っ
て
い
た
が
、
夜
間
に
も
飛
ぶ
飛
行
機
の
た
め
に
、
小
高
い
山
頂
に
目
印
の
「
赤
き
灯
火
」
を
灯
し
た
と
い
う
こ
と
。
第
三
五
首
「
帰
還
せ
る
」
は
、
第
三
二
首
と
は
反
対
に
、
戦
場
か
ら
の
帰
還
兵
と
い
う
こ
と
。
弟
の
万
歳
は
、
一
家
の
万
歳
と
い
う
こ
と
。
第
三
六
首
「
故
郷
を
」
で
は
、「
北
満
に
兄
い
ま
せ
り
」
と
、「
心
勇
み
ぬ
」
と
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「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
六
）
す
る
も
の
。
兄
が
い
る
と
こ
ろ
は
、
満
蒙
開
拓
団
で
あ
ろ
う
か
。
作
者
が
心
を
勇
ま
せ
る
背
景
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
女
の
心
に
何
か
の
決
意
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
第
三
七
首
「
戦
へ
る
」
と
第
三
八
首
「
自
ら
」
は
、
同
じ
作
者
。
第
三
七
首
で
は
、
戦
時
下
に
お
い
て
、「
一
粒
の
米
」
を
も
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
決
意
。
第
三
八
首
で
は
、
連
日
の
「
皇
軍
の
勝
利
の
跡
」
を
地
図
に
書
き
込
ん
で
、「
皇
軍
の
勝
利
」
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
力
が
湧
い
て
く
る
と
い
う
も
の
。
掲
載
日
か
ら
推
測
す
る
に
、
十
二
月
八
日
の
大
東
亜
戦
争
の
開
始
後
の
勝
利
を
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
第
四
四
半
期
の
「
短
歌
」
作
品
の
掲
載
は
、
三
八
作
品
。
そ
の
内
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
は
七
首
（
約
約
一
八
・
四
％
）
で
あ
り
、
残
り
の
三
一
作
品
は
、
児
童
の
日
常
生
活
を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。
庭
先
の
草
む
ら
で
鳴
く
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
ほ
そ
〴
〵
と
聞
え
く
る
な
り
（
栃
木
県
小
野
寺
南
校
六
年
女
子
、
十
月
四
日
・
土
、
第
一
五
六
七
号
）
さ
わ
や
か
に
青
く
澄
み
た
る
秋
空
に
一
き
わ
高
く
薫
る
も
く
せ
い
（
栃
木
県
熱
田
校
高
二
女
子
、
十
月
二
十
一
日
・
火
、
第
一
五
八
〇
号
）
さ
や
〳
〵
と
夕
風
ふ
け
ば
前
畠
の
た
う
も
ろ
こ
し
の
葉
音
き
こ
ゆ
る
（
山
梨
県
村
山
校
六
年
女
子
、
十
一
月
九
日
・
日
、
第
一
五
九
七
号
）
ゐ
ろ
り
火
を
赤
く
た
き
つ
ゝ
芋
を
焼
け
ば
ほ
の
か
に
に
ほ
ふ
冬
の
ひ
と
ゝ
き
（
宮
城
県
白
石
校
高
一
女
子
、
十
二
月
二
十
四
日
・
水
、
第
一
六
三
五
号
）
選
ん
だ
作
品
が
、
偶
然
に
も
女
子
児
童
の
作
品
の
み
と
な
っ
た
が
、「
庭
先
の
」
で
は
、
う
る
さ
い
ほ
ど
し
き
り
に
鳴
い
て
い
た
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
だ
が
、
晩
秋
の
今
、
そ
の
声
は
「
ほ
そ
〴
〵
」
で
あ
り
、
移
っ
て
行
く
季
節
を
聴
覚
で
捉
え
て
み
せ
た
。
「
さ
わ
や
か
に
」
で
は
、「
青
く
澄
み
た
る
秋
空
」
と
、
天
高
く
澄
渡
っ
た
秋
の
空
を
視
覚
的
に
捉
え
る
と
と
も
に
、「
一
き
わ
高
く
薫
る
も
く
せ
い
」
と
、「
も
く
せ
い
」
が
高
く
薫
る
秋
を
嗅
覚
で
捉
え
て
い
る
。
「
さ
や
〳
〵
と
」
の
作
品
は
、
第
三
四
半
期
の
作
品
「
も
ろ
こ
し
の
長
い
葉
つ
ぱ
に
風
吹
い
て
さ
や
り
〳
〵
と
夏
の
夕
暮
」（
茨
城
県
上
野
校
高
一
男
子
、
八
月
十
七
日
・
日
、
第
一
五
二
六
号
）
の
「
さ
や
り
〳
〵
」
と
聞
え
て
い
た
「
も
ろ
こ
し
」
の
葉
が
枯
れ
て
、
夕
風
に
「
葉
音
」
が
か
さ
か
さ
と
な
る
の
が
聞
え
る
と
い
う
も
の
。
季
節
を
聴
覚
で
捉
え
て
見
せ
た
作
品
だ
。
「
ゐ
ろ
り
火
を
」
は
、
赤
く
燃
え
て
い
る
囲
炉
裏
火
と
灰
に
埋
め
て
あ
る
芋
が
焼
け
る
匂
い
で
表
現
し
た
、
視
覚
と
嗅
覚
に
よ
る
冬
の
作
品
だ
。
児
童
た
ち
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
五
感
豊
か
に
表
現
し
て
見
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
風
呂
を
た
く
松
の
木
の
う
す
き
火
明
か
り
を
た
よ
り
に
明
日
の
考
査
に
そ
な
ふ
（
北
海
道
美
国
校
高
二
女
子
、
十
二
月
二
十
四
日
・
木
、
第
一
六
三
五
号
）
い
つ
の
世
も
、
児
童
は
「
考
査
」
で
大
変
だ
。
風
呂
焚
き
の
薄
明
か
り
に
透
か
し
て
、
明
日
の
備
え
に
余
念
が
無
い
。
以
上
、
第
四
四
半
期
を
検
討
し
て
き
た
が
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
で
は
、
第
三
四
半
期
と
同
様
、
第
二
四
半
期
に
見
ら
れ
た
投
稿
児
童
の
肉
親
の
戦
死
を
内
容
と
す
る
作
品
は
み
ら
れ
な
い
。
入
営
す
る
兄
が
い
る
一
方
で
、
帰
還
し
た
父
が
い
た
。「
北
満
」
に
は
、
兄
が
お
り
、「
皇
軍
の
勝
利
の
跡
」
を
地
図
に
書
き
込
む
児
童
が
い
た
が
、
戦
時
下
色
の
あ
る
作
品
の
掲
載
率
は
、
約
一
八
・
四
％
で
あ
り
、
昭
和
十
六
年
で
最
も
低
い
掲
載
率
と
な
っ
た
。
十
二
月
八
日
が
真
珠
湾
攻
撃
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
「
大
東
亜
戦
争
」
勃
発
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
作
品
は
、
唯
一
、「
皇
軍
の
勝
利
の
跡
を
地
図
に
記
し
て
」
と
す
る
も
の
の
み
で
あ
っ
た
。
戦
時
下
を
内
容
と
し
な
い
作
品
に
あ
っ
て
は
、
児
童
は
身
の
回
り
の
事
象
を
、
五
感
に
よ
っ
て
捉
え
、
感
性
を
通
し
て
言
語
化
し
、
表
現
し
て
い
た
こ
と
は
、
第
一
、
二
、
三
四
半
期
と
同
様
で
あ
っ
た
。
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五昭
和
十
六
年
「
短
歌
」
作
品
の
概
括
昭
和
十
六
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
歌
」
一
六
六
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
三
八
作
品
（
約
二
二
・
九
％
）。
こ
の
三
八
作
品
を
、
内
容
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
化
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
○
召
集
令
状
を
受
取
っ
て
肉
親
や
地
域
の
人
が
入
営
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
は
、
次
の
七
作
品
。
第
一
四
半
期
・
第
一
首
「
令
状
を
」、
第
二
首
「
大
君
に
」、
第
六
首
「
つ
は
も
の
が
」、
第
一
〇
首
「
日
の
丸
を
」
第
二
四
半
期
・
第
一
五
首
「
そ
の
あ
し
た
」
第
三
四
半
期
・
第
二
三
首
「
出
征
の
」
第
四
四
半
期
・
第
三
二
首
「
先
祖
よ
り
」
○
飛
行
機
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
六
作
品
。
第
一
四
半
期
・
第
九
首
「
高
々
と
」
第
三
四
半
期
・
第
一
九
首
「
ま
ゝ
ご
と
に
」、
第
二
〇
首
「
風
や
ん
で
」、
第
二
五
首
「
プ
ロ
ペ
ラ
の
」、
第
二
八
首
「
こ
ゝ
ろ
よ
き
」
第
四
四
半
期
・
第
三
四
首
「
夜
間
飛
行
」
○
勤
労
奉
仕
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
四
作
品
。
第
三
四
半
期
・
第
二
一
首
「
し
と
〳
〵
と
」、
第
二
四
首
「
勤
労
奉
仕
に
」、
第
三
〇
首
「
勤
労
の
」、
第
三
一
首
「
鍬
と
り
て
」
○
戦
地
や
満
洲
に
肉
親
が
い
る
の
は
、
次
の
三
作
品
。
第
二
四
半
期
・
第
一
六
首
「
火
の
気
な
き
」、
第
一
八
首
「
戦
地
征
く
」
第
四
四
半
期
・
第
三
六
首
「
故
郷
を
」
○
戦
地
か
ら
の
「
軍
事
便
」
が
届
い
た
と
す
る
内
容
の
作
品
は
、
次
の
三
作
品
。
第
一
四
半
期
・
第
四
首
「
皆
寝
て
」、
第
八
首
「
戦
場
の
」、
第
一
二
首
「
戦
地
か
ら
」
○
恩
師
の
戦
死
な
ど
戦
死
を
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
二
作
品
。
第
二
四
半
期
・
第
一
四
首
「
君
の
た
め
」
第
三
四
半
期
・
第
二
九
首
「
故
郷
の
」
○
慰
問
文
・
慰
問
品
を
送
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
二
作
品
。
第
一
四
半
期
・
第
五
「
便
り
書
く
」、
第
七
首
「
満
洲
の
」
○
教
室
の
地
図
や
皇
軍
の
勝
利
を
地
図
に
記
す
内
容
の
作
品
は
、
次
の
二
作
品
。
第
三
四
半
期
・
第
二
七
首
「
歌
で
き
ぬ
」
第
四
四
半
期
・
第
三
八
首
「
自
ら
」
○
父
が
戦
死
し
て
い
る
の
は
、
次
の
一
作
品
。
第
二
四
半
期
・
第
一
七
首
「
神
国
に
」
○
肉
親
の
戦
地
か
ら
の
帰
還
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
一
作
品
。
第
四
四
半
期
・
第
三
五
首
「
帰
還
せ
る
」
○
遺
品
展
に
関
す
る
作
品
は
、
次
の
一
作
品
。
第
一
四
半
期
・
第
一
三
首
「
遺
品
展
」
○
軍
馬
の
出
征
は
、
次
の
一
作
品
。
第
三
四
半
期
・
第
二
二
首
「
わ
が
村
を
」
○
茶
殻
の
献
納
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
一
作
品
。
第
三
四
半
期
・
第
二
六
首
「
乾
し
て
あ
る
」
○
神
社
へ
の
参
拝
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
一
作
品
。
第
四
四
半
期
・
第
三
三
首
「
大
鳥
居
」
○
一
粒
の
米
も
尊
い
と
す
る
心
構
え
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
一
作
品
。
第
四
四
半
期
・
第
三
七
首
「
戦
へ
る
」
以
上
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
1
召
集
令
状
を
受
取
っ
て
肉
親
や
地
域
の
人
が
入
営
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
は
、
七
作
品
。
2
飛
行
機
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
六
作
品
。
3
勤
労
奉
仕
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
四
作
品
。
4
戦
地
や
満
洲
に
肉
親
が
い
る
の
は
、
三
作
品
。
（137） ―137―
「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
六
）
5戦
地
か
ら
の
「
軍
事
便
」
が
届
い
た
と
す
る
内
容
の
作
品
は
、
三
作
品
。
6
恩
師
の
戦
死
な
ど
戦
死
を
容
と
す
る
作
品
は
、
二
作
品
。
7
慰
問
文
・
慰
問
品
を
送
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
二
作
品
。
8
教
室
の
地
図
や
皇
軍
の
勝
利
を
地
図
に
記
す
内
容
の
作
品
は
、
二
作
品
。
9
父
が
戦
死
し
て
い
る
の
は
、
一
作
品
。
10
肉
親
の
戦
地
か
ら
の
帰
還
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
一
作
品
。
11
遺
品
展
に
関
す
る
作
品
は
、
一
作
品
12
軍
馬
の
出
征
は
、
一
作
品
。
13
茶
殻
の
献
納
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
一
作
品
14
神
社
へ
の
参
拝
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
一
作
品
。
15
一
粒
の
米
も
尊
い
と
す
る
心
構
え
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
一
作
品
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
化
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
〈
児
童
が
軍
隊
と
直
接
・
間
接
に
係
わ
っ
て
い
る
作
品
〉
1
、
4
、
5
、
6
、
7
、
9
、
10
、
11
、
12
の
一
九
作
品
。
〈
児
童
の
放
課
後
に
係
わ
る
作
品
〉
2
の
飛
行
機
を
見
上
げ
る
作
品
な
ど
、
六
作
品
。
〈
児
童
が
勤
労
奉
仕
・
食
糧
増
産
に
係
わ
っ
て
い
る
作
品
〉
3
の
勤
労
奉
仕
を
内
容
と
す
る
四
作
品
。
〈
児
童
が
学
校
生
活
に
お
い
て
「
戦
時
下
」
に
あ
る
作
品
〉
8
の
教
室
に
「
東
亜
の
地
図
」
が
あ
っ
た
り
、「
皇
軍
の
勝
利
」
を
地
図
に
記
す
と
い
う
二
作
品
。
〈
児
童
と
地
域
社
会
に
係
わ
る
作
品
〉
13
の
茶
殻
の
献
納
、
14
の
神
社
へ
の
参
拝
な
ど
二
作
品
。
つ
ま
り
、
昭
和
十
六
年
の
「
短
歌
」
に
お
い
て
の
「
戦
時
下
」
色
を
持
つ
作
品
で
は
、
児
童
が
軍
隊
と
直
接
・
間
接
に
係
わ
っ
て
い
る
作
品
が
五
〇
％
に
上
る
こ
と
に
な
る
。
（
二
〇
一
〇
・
一
一
・
二
九
）
（138）―138―
